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1．は じめに

　 世界有数の豪雨地域であ る、チ ェ ラプン ジを含む

イ ン ド東 北部 の メガラヤ高原南斜 面周辺で は、 こ れ

まで高い 時間空間分解能を もつ 観 測データが不足 し

て い た 。 この 状況に対 し 2006年 3 月よ りこの地域に

転倒 升型 雨量計を空間的に 密 に 設置 して、降水 の空

間分布の観測を始めて い る （第 3報参照）。 これ に加

え て 、 2007年 3 月に高原に 隣接 した平野部に ある バ

ン グラデ シ ュ
・ジ ョ イ ン テ ィ アプール の バ ン グラデ

シ ュ 農業研究所に 自動気象観測装置 （AWS ）を設置 し

て観測を始めた 。 落雷に よ り 2007年 9 月に 測器が故

障したが 、
バ ン グラデシ ュ に 2004年以来の 大洪水を

もた らした 7 月の 降水活発期を含んだ観測データが

得 られ た 。 こ こ で は 2007 年 7 月 の 初期解析を示 す 。

2．データ

　 用い た AWS はヴァ イサ ラ製の WXT510 で 、 気

圧 、 気温 、 湿度 、 降水及 び降ひ ょ う、 風向風速を測

定す る。 こ の うち 、 降水要素は音響法 に よ っ て推定

され、また風 要素は超 音波風速計に よ っ て観測 され

る 。 時間分解能は 1分で ある 。

3．2007 年 7 月 の総観場

　 図 1 にチ ェ ラ プン ジに設置 した転倒升型雨量計か

ら得 た 日降水量を示す 。 前半は相対的 に雨 が少 ない

の に 対 し、17 日以降 日降水量 100mm を越え る雨 が

継続 し た 。 こ の 期間は モ ン ス
ー

ン トラ フの 北上時期

に対 応 して メガラ ヤ高原か らヒマ ラヤ の南斜面 に わ

た っ て 豪雨が継続 し 、 結果 と して バ ン グラ デシ ュ で

大洪 水が生 じた。

4．初期結果

　 図 2に AWS で観測された南北風の 日変化を示す 。

時刻はバ ン グラデ シ ュ 標準時であ る。 南北風の 日変

化は 日中、特に午後 に北 風 （高原方向か らの 風）が卓

越 してい る 。 午後はチ ェ ラプン ジの降水特 性におい

て 雨が降りに くい 時間帯に 対応する 。 7 月前半の 抑

制期と後半の 活発期を比較する と、抑制期に北 風が

卓越す る の に対 し 、 活発期は 北風成分が弱ま り、 日

に よ っ て弱い 南風成分がみ られ る 。 北 風 とメガラヤ

南斜面の降水に は 関係が ある こ とが考え られ、発表

時に は この こ とに対 して考察 を深めたい 。
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図 1： 2007 年 7 月の チ ェ ラ プ ンジにお ける 日降水量
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図 2： （左上）2007 年 7 月の 南北 風の 日変化。 1m ！s 以

上の 北風に 陰影を つ け た 。 陰影中の 細実線は 1m ／s 毎

の コ ン ターを表す 。 太実線 は南 風 0．5m ／s の 等値線 。

（左下）日平均南北風 の 日々 変化。 （右上）平均 した 南

北風 の 日変化 。
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